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～森田明さんに聞く（沖縄県交通遺児育成会理事長）

　今回の「沖縄を語ろう」は、公益財団法人 沖縄県交通遺児育成会理
事長の森田明さん（ラジオ沖縄取締役相談役・那覇法人会前理事）
に、50周年を迎えた育成会の取り組みについてうかがいました。県
内の交通事故は依然として多発しており、なかでも事故件数におけ
る飲酒運転がらみの比率は全国ワースト級です。近年は、スマホを
操作しての「ながら運転」や「あおり運転」なども交通事故を引き起こ
す原因としてクローズアップされています。設立50周年という節目
に、あらためて育成会の目的、沿革、実績などを振り返りながら、
交通遺児の未来のために支援の呼び掛けをしていただきました。
（敬称略）

―
沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成
会
は
今
年
、
設
立

50
周
年
を
迎
え
た
そ
う
で
す
ね
。
あ
ら
た
め

て
、
育
成
会
の
目
的
を
。

　森
田

　当
会
は
、
交
通
事
故
で
保
護
者

が
死
亡
し
た
ご
家
庭
の
子
ど
も
、
ま
た
は
、

交
通
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
後
遺
障
害

を
負
っ
た
ご
家
庭
の
子
ど
も
の
学
業
に
対

す
る
不
安
を
い
く
ら
か
で
も
和
ら
げ
、
今
後

の
健
や
か
な
成
長
と
、
将
来
有
為
な
社
会
人

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、
奨
学
・
育

成
金
、
激
励
金
、
見
舞
金
な
ど
を
給
付
し
、

学
業
の
支
援
と
健
全
育
成
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
当
会
が
支
援
す
る
交
通
遺
児

等
は
、
県
内
の
学
校
に
通
う
小
・
中
・
高
校

生
、
特
別
支
援
学
校
生
、
専
修
（
専
門
）
学

校
生
、
大
学
生
で
す
。
交
通
事
故
に
お
け
る

加
害
側
、
被
害
側
の
隔
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
家
族
に
お
け
る
人
数
の
制
限
も
あ

り
ま
せ
ん
。
当
会
の
奨
学
・
育
成
金
は
、
返

済
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

―
事
業
内
容
は
？

　森
田

　当
会
は
、
前
述
の
目
的
の
た
め

に
、
一
般
企
業
・
団
体
・
個
人
寄
付
、
賛
助

員
協
力
金
、
職
場
募
金
、
学
校
募
金
、
ボ
ッ

ク
ス
募
金
に
よ
り
基
金
造
成
を
行
っ
て
い

「
も
う
一
度
夢
に
向
か
っ
て
」

―
設
立
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
沿
革
を
。

　森
田

　皆
様
の
善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
当
会
は
、
1
9
7
1
（
昭
和
46
）

年
7
月
13
日
に
「
沖
縄
交
通
遺
児
を
励
ま

す
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
交
通
死
亡

事
故
の
増
加
を
背
景
に
、
那
覇
青
年
会
議

所
が
琉
球
新
報
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
か

た
ち
で
発
足
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
合
言
葉

は
「
交
通
遺
児
に
愛
の
手
を
」
で
し
た
。
そ

の
後
、
79
年
3
月
27
日
に
県
の
認
可
を
受

け
て
「
財
団
法
人 

沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成

会
」
へ
発
展
的
に
移
行
し
、
基
金
造
成
が
進

め
ら
れ
、
翌
80
年
か
ら
奨
学
・
育
成
金
の

給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
7

月
1
日
に
は
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
ま

し
た
。
民
間
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
を
県
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
民
間
主
導
で
交
通
遺

児
支
援
事
業
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、

他
府
県
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
だ
と
思
い

ま
す
。

―
設
立
以
降
、
ど
の
く
ら
い
の
人
数
の
子
ど

も
た
ち
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
の
で
す
か
。

　森
田

　当
会
は
、
1
9
8
0
年
か
ら

2
0
2
0
年
の
41
年
間
に
、
奨
学
・
育
成

金
を
延
べ
7
1
0
7
人
（
総
額
4
億

4
2
5
9
万
6
5
0
0
円
）
へ
給
付
し
て

き
ま
し
た
。
激
励
金
、
見
舞
金
を
含
め
た
給

ま
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま

す
と
、
設
立
周
年
記
念
寄
付
、
年
末
年
始
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
と
連
携
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
募
金
な
ど
で
す
。

企
業
・
団
体
等
に
は
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
継
続
的
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、

個
人
の
皆
様
か
ら
も
、
交
通
安
全
祈
念
寄

付
、
退
職
金
寄
付
、
香
典
返
し
な
ど
温
か
な

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
基
金
に
よ
り
、
県
内
各
校
在
籍
者
へ
交

通
遺
児
等
給
付
支
援
希
望
者
を
募
り
、
申

請
者
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
で
審
査
認
定

し
、
奨
学
・
育
成
金
等
の
給
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

付
総
額
は
4
億
6
4
1
0
万
1
5
0
0
円

に
の
ぼ
り
ま
す
。
交
通
遺
児
の
力
に
な
り

た
い
と
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、

逆
境
に
め
げ
ず
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励

む
子
ど
も
た
ち
へ
確
実
に
届
け
ら
れ
、
大

切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
や
子
ど

も
た
ち
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
当
会
の
H
P
で
次
の
よ
う
に
一
部

紹
介
し
て
い
ま
す
。「
返
済
不
要
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
」「
仕
事
を
掛
け
持
ち
せ
ず
に

す
み
ま
す
」「
大
学
ま
で
進
学
さ
せ
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
給
付
金
の
お
か

げ
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
量
が
減
り
、
そ
の
分

を
勉
強
時
間
に
回
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
高
校
卒
業
後
は
働
く
こ
と
を
覚
悟
し
て
い

ま
し
た
が
、
給
付
金
の
お
陰
で
も
う
一
度

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
」
な
ど
で
す
。

税
制
上
の
優
遇
措
置
あ
り

―
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成
会

へ
寄
付
す
る
と
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

　森
田

　当
会
は
、
1
9
8
9
年
に
県
か

ら
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
定
を
受
け
、

寄
付
金
へ
の
税
減
免
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
0
1
1
年
に
財
団
法
人
か
ら

公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
、
新
た
に
設
立

さ
れ
た
税
額
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
税
額

控
除
対
象
法
人
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
当
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
個
人
の
皆
様
や
法
人
（
企

業
・
団
体
等
）
に
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
確
定
申
告
等
へ
お

役
立
て
い
た
だ
け
ま
す
。
個
人
の
皆
様
か

ら
の
寄
付
・
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
所
得

税
お
よ
び
相
続
税
、
ま
た
一
部
の
自
治
体

の
場
合
は
個
人
住
民
税
、
法
人
の
場
合
は

法
人
税
が
、
こ
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
の

対
象
と
な
り
ま
す
＝
H
P
参
照
。

―
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
を
行
う
予

定
は
？

　森
田

　現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
た
め
、

3
密
を
避
け
る
た
め
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
な

ど
は
控
え
ま
す
。
し
か
し
、
50
年
の
あ
ゆ
み

を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
記
念
誌
出
版
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
森
田
さ
ん
は
、
50
周
年
を
迎
え
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
新
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ご
抱
負
を
。

　森
田

　私
は
、
2
0
1
1
年
か
ら
当
会

の
理
事
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
50
周
年
の

節
目
に
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
、
私
は

1
9
8
0
年
に
ラ
ジ
オ
沖
縄
に
入
社
し
、

「
交
通
遺
児
に
愛
の
手
を
」
と
い
う
開
局
20

周
年
記
念
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番
組
を
担
当

し
ま
し
た
。
あ
の
タ
モ
リ
氏
が
メ
イ
ン
ゲ

ス
ト
で
し
た
。
交
通
遺
児
に
作
文
を
読
ん

で
も
ら
う
な
ど
、
そ
の
24
時
間
ラ
ジ
オ
マ

ラ
ソ
ン
を
通
し
て
「
こ
う
い
う
現
実
を
知

ら
な
か
っ
た
な
」
と
反
省
し
た
も
の
で
し

た
。
番
組
に
は
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
約
1
0
4

万
円
も
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
当

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
民
の
チ
ム

グ
ク
ル
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た

と
き
、
思
い
出
し
ま
し
た
。
50
年
間
、
先
輩

た
ち
が
築
い
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
引

き
継
ぎ
、
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
会
の
事
業

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
支
援

の
呼
び
掛
け
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

（
聞
き
手

　鈴
木
孝
史

　編
集
室
タ
ッ
カ
ー

ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役
）

【
問
い
合
わ
せ
】
沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成
会
H
P

h
ttp
://w
w
w
.o
k
ik
o
-ik
u
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o
m

民間主導で50周年
交通遺児の未来のために

「交通遺児に愛の手を」と募金を呼び掛ける

沖縄バスの皆さん（2020年1月10日）

沖縄
を

語ろう！
沖縄
を

語ろう！
沖縄
を

語ろう！
トップインタビュー
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～森田明さんに聞く（沖縄県交通遺児育成会理事長）

　今回の「沖縄を語ろう」は、公益財団法人 沖縄県交通遺児育成会理
事長の森田明さん（ラジオ沖縄取締役相談役・那覇法人会前理事）
に、50周年を迎えた育成会の取り組みについてうかがいました。県
内の交通事故は依然として多発しており、なかでも事故件数におけ
る飲酒運転がらみの比率は全国ワースト級です。近年は、スマホを
操作しての「ながら運転」や「あおり運転」なども交通事故を引き起こ
す原因としてクローズアップされています。設立50周年という節目
に、あらためて育成会の目的、沿革、実績などを振り返りながら、
交通遺児の未来のために支援の呼び掛けをしていただきました。
（敬称略）

―
沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成
会
は
今
年
、
設
立

50
周
年
を
迎
え
た
そ
う
で
す
ね
。
あ
ら
た
め

て
、
育
成
会
の
目
的
を
。

　森
田

　当
会
は
、
交
通
事
故
で
保
護
者

が
死
亡
し
た
ご
家
庭
の
子
ど
も
、
ま
た
は
、

交
通
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が
後
遺
障
害

を
負
っ
た
ご
家
庭
の
子
ど
も
の
学
業
に
対

す
る
不
安
を
い
く
ら
か
で
も
和
ら
げ
、
今
後

の
健
や
か
な
成
長
と
、
将
来
有
為
な
社
会
人

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
、
奨
学
・
育

成
金
、
激
励
金
、
見
舞
金
な
ど
を
給
付
し
、

学
業
の
支
援
と
健
全
育
成
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
当
会
が
支
援
す
る
交
通
遺
児

等
は
、
県
内
の
学
校
に
通
う
小
・
中
・
高
校

生
、
特
別
支
援
学
校
生
、
専
修
（
専
門
）
学

校
生
、
大
学
生
で
す
。
交
通
事
故
に
お
け
る

加
害
側
、
被
害
側
の
隔
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
家
族
に
お
け
る
人
数
の
制
限
も
あ

り
ま
せ
ん
。
当
会
の
奨
学
・
育
成
金
は
、
返

済
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

―
事
業
内
容
は
？

　森
田

　当
会
は
、
前
述
の
目
的
の
た
め

に
、
一
般
企
業
・
団
体
・
個
人
寄
付
、
賛
助

員
協
力
金
、
職
場
募
金
、
学
校
募
金
、
ボ
ッ

ク
ス
募
金
に
よ
り
基
金
造
成
を
行
っ
て
い

「
も
う
一
度
夢
に
向
か
っ
て
」

―
設
立
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
沿
革
を
。

　森
田

　皆
様
の
善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
当
会
は
、
1
9
7
1
（
昭
和
46
）

年
7
月
13
日
に
「
沖
縄
交
通
遺
児
を
励
ま

す
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
交
通
死
亡

事
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の
増
加
を
背
景
に
、
那
覇
青
年
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議

所
が
琉
球
新
報
社
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
か

た
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で
発
足
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
合
言
葉

は
「
交
通
遺
児
に
愛
の
手
を
」
で
し
た
。
そ

の
後
、
79
年
3
月
27
日
に
県
の
認
可
を
受

け
て
「
財
団
法
人 

沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成

会
」
へ
発
展
的
に
移
行
し
、
基
金
造
成
が
進

め
ら
れ
、
翌
80
年
か
ら
奨
学
・
育
成
金
の

給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
7

月
1
日
に
は
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
ま

し
た
。
民
間
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
を
県
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
民
間
主
導
で
交
通
遺

児
支
援
事
業
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、

他
府
県
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
だ
と
思
い

ま
す
。

―
設
立
以
降
、
ど
の
く
ら
い
の
人
数
の
子
ど

も
た
ち
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
の
で
す
か
。

　森
田

　当
会
は
、
1
9
8
0
年
か
ら

2
0
2
0
年
の
41
年
間
に
、
奨
学
・
育
成

金
を
延
べ
7
1
0
7
人
（
総
額
4
億

4
2
5
9
万
6
5
0
0
円
）
へ
給
付
し
て

き
ま
し
た
。
激
励
金
、
見
舞
金
を
含
め
た
給

ま
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま

す
と
、
設
立
周
年
記
念
寄
付
、
年
末
年
始
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
と
連
携
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
募
金
な
ど
で
す
。

企
業
・
団
体
等
に
は
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
継
続
的
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
、

個
人
の
皆
様
か
ら
も
、
交
通
安
全
祈
念
寄

付
、
退
職
金
寄
付
、
香
典
返
し
な
ど
温
か
な

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
基
金
に
よ
り
、
県
内
各
校
在
籍
者
へ
交

通
遺
児
等
給
付
支
援
希
望
者
を
募
り
、
申

請
者
に
つ
い
て
選
考
委
員
会
で
審
査
認
定

し
、
奨
学
・
育
成
金
等
の
給
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

付
総
額
は
4
億
6
4
1
0
万
1
5
0
0
円

に
の
ぼ
り
ま
す
。
交
通
遺
児
の
力
に
な
り

た
い
と
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、

逆
境
に
め
げ
ず
、
学
業
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励

む
子
ど
も
た
ち
へ
確
実
に
届
け
ら
れ
、
大

切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
や
子
ど

も
た
ち
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
当
会
の
H
P
で
次
の
よ
う
に
一
部

紹
介
し
て
い
ま
す
。「
返
済
不
要
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
」「
仕
事
を
掛
け
持
ち
せ
ず
に

す
み
ま
す
」「
大
学
ま
で
進
学
さ
せ
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
給
付
金
の
お
か

げ
で
ア
ル
バ
イ
ト
の
量
が
減
り
、
そ
の
分

を
勉
強
時
間
に
回
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
高
校
卒
業
後
は
働
く
こ
と
を
覚
悟
し
て
い

ま
し
た
が
、
給
付
金
の
お
陰
で
も
う
一
度

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
」
な
ど
で
す
。

税
制
上
の
優
遇
措
置
あ
り

―
と
こ
ろ
で
、
沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成
会

へ
寄
付
す
る
と
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
ね
。

　森
田

　当
会
は
、
1
9
8
9
年
に
県
か

ら
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
定
を
受
け
、

寄
付
金
へ
の
税
減
免
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
2
0
1
1
年
に
財
団
法
人
か
ら

公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
、
新
た
に
設
立

さ
れ
た
税
額
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
税
額

控
除
対
象
法
人
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
当
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
個
人
の
皆
様
や
法
人
（
企

業
・
団
体
等
）
に
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
確
定
申
告
等
へ
お

役
立
て
い
た
だ
け
ま
す
。
個
人
の
皆
様
か

ら
の
寄
付
・
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
所
得

税
お
よ
び
相
続
税
、
ま
た
一
部
の
自
治
体

の
場
合
は
個
人
住
民
税
、
法
人
の
場
合
は

法
人
税
が
、
こ
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
の

対
象
と
な
り
ま
す
＝
H
P
参
照
。

―
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
を
行
う
予

定
は
？

　森
田

　現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
た
め
、

3
密
を
避
け
る
た
め
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
な

ど
は
控
え
ま
す
。
し
か
し
、
50
年
の
あ
ゆ
み

を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
記
念
誌
出
版
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
森
田
さ
ん
は
、
50
周
年
を
迎
え
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
新
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ご
抱
負
を
。

　森
田

　私
は
、
2
0
1
1
年
か
ら
当
会

の
理
事
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
50
周
年
の

節
目
に
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
、
私
は

1
9
8
0
年
に
ラ
ジ
オ
沖
縄
に
入
社
し
、

「
交
通
遺
児
に
愛
の
手
を
」
と
い
う
開
局
20

周
年
記
念
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番
組
を
担
当

し
ま
し
た
。
あ
の
タ
モ
リ
氏
が
メ
イ
ン
ゲ

ス
ト
で
し
た
。
交
通
遺
児
に
作
文
を
読
ん

で
も
ら
う
な
ど
、
そ
の
24
時
間
ラ
ジ
オ
マ

ラ
ソ
ン
を
通
し
て
「
こ
う
い
う
現
実
を
知

ら
な
か
っ
た
な
」
と
反
省
し
た
も
の
で
し

た
。
番
組
に
は
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
約
1
0
4

万
円
も
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
当

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
民
の
チ
ム

グ
ク
ル
を
感
じ
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
理
事
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た

と
き
、
思
い
出
し
ま
し
た
。
50
年
間
、
先
輩

た
ち
が
築
い
て
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
引

き
継
ぎ
、
よ
り
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
会
の
事
業

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
支
援

の
呼
び
掛
け
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

（
聞
き
手

　鈴
木
孝
史

　編
集
室
タ
ッ
カ
ー

ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役
）

【
問
い
合
わ
せ
】
沖
縄
県
交
通
遺
児
育
成
会
H
P

h
ttp
://w
w
w
.o
k
ik
o
-ik
u
.c
o
m

民間主導で50周年
交通遺児の未来のために

「交通遺児に愛の手を」と募金を呼び掛ける

沖縄バスの皆さん（2020年1月10日）

沖縄
を

語ろう！
沖縄
を

語ろう！
沖縄
を

語ろう！
トップインタビュー

Vol.48
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1．主たる業種について 2．資本金について

3．従業員数について 4．前事業年度の申告状況について

 A
11％

アンケート期間：令和3年3月10日～5月14日
【全 国】 回答総数：4,346件　　【沖縄県連】 回答総数：422件

簡易版

令和４年度

税制改正に関するアンケート
政府は、事業承継を促進するための税制支援策を講じています。こ

れまでの改正を踏まえて、事業承継税制について特に重視すべき点を
２つ以内で選んで下さい。

Q.5 事業承継／事業承継税制

【全 国】 【沖縄県連】

【全 国】 【沖縄県連】

Q.1 新型コロナウイルスの影響
新型コロナウイルス感染者は昨年11月以降増加し、本年１月には

11都府県で緊急事態宣言が出されるなど、収束時期の見通しは立って
おりません。令和３年３月時点で、あなたの会社の経営状況に新型コ
ロナウイルスによるマイナス影響が生じているかお聞かせください。

影響は出たが、今はない

影響が継続している

現時点ではないが、今後影
響が出る可能性がある

影響はない

その他

法人税の軽減税率の特例
（15％）の本則化等
設備投資・研究開発を促進す

る税制の拡充
雇用拡大・賃金引上げを促

進する税制の拡充

役員給与の損金算入の拡充
交際費課税の損金算入枠の

拡大
欠損金の繰戻還付制度の拡充
その他

Q.2 中小企業向け税制
令和４年度税制改正を検討するにあたり、中小企業向けの税制で

特に重視すべき点について、以下より２つ以内で選んで下さい。

Q.3 消費税／軽減税率制度
消費税率10％の引き上げと同時に低所得者対策として軽減税率制

度が導入され、1年半が経過しました。軽減税率制度についてどう考
えますか。

A
11％

B
51％

 C 
28％

D
9％

A
14％

B
52％

C 
23％

D 
11％

B

C

C

D

E

E

F

Q.6 社会保障制度
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22%
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22%

Q.4 消費税／適格請求書等保存方式

G 3％
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A
35%

B
18%

F
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D 3％

C
19%

D 11％

G 3％

E 4％

A
36%

B
18%

F
9％

C
21%

D 9％

E 1％ E 1％

A
34%

B
36%

B
32%

C
28%

C
31%

A
33%

D 4％

E 2％

C
19%

D
32%

B
27%

A
20%

E 2％

D 4%

C
38%

 E 
9%

A
14%

B
29%

F 7%

D 2%

令和5年10月1日以降は、適格請求書等保存方式（いわゆるイン
ボイス制度）が導入され、「適格請求書」等の保存が仕入税額控除の
要件となります。適格請求書を交付できるのは、税務署長に登録申請
した課税事業者となりますので、登録手続きを受けていない免税事業
者（課税売上高1,000万円以下）からの仕入れについては、仕入税額
控除することができなくなります。このことについて、どう考えますか。

適正な仕入税額控除を計算
できるようにするためには、やむ
を得ない
免税事業者が取引から排除

されないように配慮すべき

事務負担が増えるので、導
入には反対である
わからない
その他

事務負担などの問題が大きい
ので単一税率に戻すべき
多少の事務負担はあるが、

やむを得ない
B

A C
D
特に問題ない
その他

A

B

D

B

A C

D
E

これまでの改正で十分であ
り、当面は利用状況等を注視する
相続時精算課税制度など生前

贈与制度の更なる拡充を求める
納税猶予制度の特例措置の

更なる拡充や適用期限の延長
を求める

欧州主要国のように、事業用
資産を他の一般資産と切り離
し、事業用資産への課税を軽減
あるいは免除する制度の創設を
求める
その他

B

C

DA

令和４年には団塊の世代が７５歳以上の高齢者になり始めるなど、
社会保障給付費の急増が見込まれています。政府は、給付は高齢者
中心、負担は現役世代中心というこれまでの社会保障の構造を見直
し、少しでも多くの人に「支える側」に回ってもらうことや、能力に応じ
た負担を求めることとしています。社会保障の給付と負担のバランスに
ついてどう考えますか。

給付水準を大幅に引き下げ、
負担も減らす
給付水準をある程度下げ

て、現行の負担を維持する
現行の給付水準を保つため、

ある程度の負担の増加はやむ
を得ない

給付水準をさらに拡充させ、
大幅な負担の増加もやむを得
ない
わからない
その他

B

C

D

F

A

E

E

【全 国】 【沖縄県連】 F 2％

A
52%

B
37%

D 1％
E 1％

A
16%

B
30%

D
22%

C
20%

A
62%

B
28%

C
10%

A
61%

B
28%

C
11%A

24%

B
37%

C
29%

D 7％ E 3％

E
13%

A
12%

B
31%D

25% C
11%

E
21%

C 7％

A 製造業 B 建設・土木・不動産 C 卸売・小売・飲食

D サービス E その他

A １千万円以下 B １千万円超～５千万円以下 C ５千万円超～１億円以下

D １億円超～３億円以下 E ３億円超～５億円以下 F ５億円超

A ４人以下 B ５～１９人 C ２０～９９人

D １００～２９９人 E ３００人以上

A 黒字申告 B 赤字申告 C 回答保留・その他

F 3％

A
45%

B
39%

D 1％
E 1％

C 10％

A
15%

B
43%

C
30%

D 10％
E 2％
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令和5年10月1日以降は、適格請求書等保存方式（いわゆるイン
ボイス制度）が導入され、「適格請求書」等の保存が仕入税額控除の
要件となります。適格請求書を交付できるのは、税務署長に登録申請
した課税事業者となりますので、登録手続きを受けていない免税事業
者（課税売上高1,000万円以下）からの仕入れについては、仕入税額
控除することができなくなります。このことについて、どう考えますか。
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　5
月
27
日
（
木
）
沖
縄
ハ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
10
回
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　ご
案
内
の
と
お
り
、
本
年
度
の
総
会

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
と
、
参
加
者
の
健
康
と
安
全
を
第

一
と
す
る
観
点
に
よ
り
、
ご
来
賓
の
案

内
を
控
え
、
表
彰
式
・
会
員
交
流
会
も

実
施
せ
ず
、
定
時
総
会
の
み
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
委
任
状
の
ご
提
出
な

ど
会
員
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

予
定
さ
れ
て
い
た
議
事
を
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
　皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　役
員
改
選
で
は
、
新

理
事
に
座
間
味
一
朗
氏

（
株
式
会
社
ざ
ま
み
ダ
ン

ボ
ー
ル
）、
新
城
一
史
氏

（
株
式
会
社
沖
縄
海
邦
銀

行
）、
髙
良
マ
ス
ミ
氏

（
有
限
会
社
エ
ナ
ジ
ー
）、

前
川
英
之
氏
（
株
式
会
社
ラ
ジ
オ
沖

縄
）
が
就
任
し
、
副
会
長
を
務
め
た
幸

家
秀
男
氏
、
長
年
理
事
を
務
め
た
座
間

味
勲
氏
、
森
田
明
氏
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　総
会
終
結
後
に
会
長
、
副
会
長
、
専

務
理
事
選
定
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長

に
上
間
優
氏
（
大
同
火
災
海
上
保
険
株

式
会
社
）、
副
会
長
に
川
上
康
氏
（
株
式

会
社
琉
球
銀
行
）、
山
城
正
保
氏
（
株
式

会
社
沖
縄
銀
行
）、
當
間
卓
氏
（
株
式
会

社
泉
設
計
）
が
再
任
さ
れ
、
新
た
に
副

会
長
に
新
庄
一
史
氏
（
株
式
会
社
沖
縄

海
邦
銀
行
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
各
種
表
彰
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に

は
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　税
務
調
査
の
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な

切
り
口
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
「
人
」、

「
物
」、「
金
」
の
い
ず
れ
か
を
端
緒
と
し

て
深
度
あ
る
調
査
を
行
え
ば
、
自
ず
と

結
果
が
出
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
現
金
監
査
」
は
ま
さ
に
「
金
」

の
領
域
で
す
。

　現
金
商
売
の
会
社
の
調
査
で
は
、
事

業
の
実
体
を
把
握
す
る
た
め
に
無
予
告

に
よ
る
現
況
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
、
必
ず
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
「
現
金
監
査
」
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
調
査
日

当
日
の
現
金
残
高
と
金
銭
出
納
帳
の
帳

簿
残
高
と
の
照
合
を
行
い
、『
調
査
前
日

の
金
銭
出
納
帳
の
帳
簿
残
高
』
―
『
調

査
日
当
日
の
現
金
で
支
払
わ
れ
た
仕
入

や
経
費
等
分
』＋『
調
査
日
当
日
の
現
金

売
上
高
』
の
検
算
を
行
い
ま
す
。
調
査

日
当
日
の
現
金
残
高
と
一
致
し
ま
す
よ

ね
。
一
致
し
な
い
？

　そ
れ
は
お
か
し

い
で
す
ね
！

　調
査
官
は
、
現
金
残
高

が
少
な
か
っ
た
ら
売
上
を
抜
い
た
後
だ

と
思
う
し
、
逆
に
現
金
残
高
が
多
か
っ

た
ら
売
上
げ
を
抜
く
前
の
状
態
と
想
定

す
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
差

額
の
説
明
を
し
っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　よ
く
苦
し
ま
ぎ
れ
に
「
代
表
者
へ
の

時
貸
し
の
お
金
を
返
し
て
も
ら
っ
た
の

で
現
金
が
多
い
」
と
か
、
逆
に
「
時
貸
し

を
し
た
の
を
忘
れ
て
い
た
の
で
現
金
が

少
な
い
」
と
開
き
直
る
人
が
お
り
ま
す

が
、
ま
さ
に
墓
穴
を
掘
っ
て
い
る
説
明

と
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
も
し
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
会
社
と
代
表
者
間
の
金
銭

の
や
り
取
り
が
恒
常
的
に
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
表
者
個
人

の
預
金
通
帳
や
カ
バ
ン
の
中
身
ま
で

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。　現

金
の
残
高
が
一
致
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
日
の
売
上
げ
は
夜
間
金
庫
に

預
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
店
の
責
任
者

が
い
っ
た
ん
閉
店
後
に
持
ち
帰
り
翌
日

整
理
を
す
る
の
か
、
代
表
者
宅
に
当
日

届
け
さ
せ
る
の
か
等
、
現
金
の
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
の
説
明
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
も
し
、
代
表
者
宅
で

あ
る
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
同
行
を
お
願
い

し
、
現
物
確
認
の
調
査
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
現
金
に
ル
ー
ズ
な
会
社

は
疑
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　飲
食
店
や
小
売
店
の
経
営
者
は
、
従

業
員
の
不
正
行
為
の
防
止
も
兼
ね
て
、

レ
ジ
等
現
金
を
扱
う
担
当
者
を
時
間
で

シ
フ
ト
す
る
な
ど
内
部
牽
制
に
は
気
を

配
っ
て
い
る
は
ず
で
、
親
族
に
最
終
的

な
現
金
管
理
を
任
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
で
し
ょ
う
。
国
税
当
局
で
は
、
調

査
対
象
法
人
の
株
主
構
成
や
代
表
者
の

親
族
関
係
者
等
を
事
前
に
把
握
し
て
い

ま
す
の
で
、
現
金
監
査
で
現
金
が
合
わ

な
い
と
な
る
と
確
信
犯
と
見
る
で
し
ょ

う
ね
。
日
頃
の
現
金
の
管
理
状
況
、
例

え
ば
集
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
ど
の
帳

簿
書
類
等
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
集

ま
っ
た
現
金
は
誰
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
最

終
的
に
誰
に
渡
し
て
い
る
の
か
等
に
つ

い
て
、
担
当
者
は
根
掘
り
葉
掘
り
聞
か

れ
ま
す
よ
。
調
査
官
は
意
味
も
無
く
聞

い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
説
明
に
出
て

く
る
帳
簿
書
類
や
手
控
え
等
を
確
認

し
、
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
の
端

緒
を
探
し
て
い
る
の
で
す
。

　「最
近
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
」、「
古
い
も
の
は
捨
て
ま
し
た
」
と

答
え
る
経
営
者
も
い
ま
す
が
、
相
手
先

に
反
面
調
査
を
す
れ
ば
分
か
る
話
で

す
。
ど
ん
な
に
面
倒
で
も
、
結
果
が
大

変
な
こ
と
に
な
る
の
が
目
に
見
え
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
日
頃
か
ら
帳
簿
残
高

と
現
金
の
確
認
は
必
ず
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

現
金
監
査

〜
実
践
税
務
調
査
〜

現
金
監
査

〜
実
践
税
務
調
査
〜

税
理
士

　
　牧
野

　義
博

詳しくは事務局まで　℡.858-2900

会員企業の経営に関する課題をより早く解決するため、会員企業と各
種専門家をマッチングし、直接相談の出来る機会を設けております。
※無料相談は、通常の一般的な範囲で、書類作成など具体的な実務は行いません。
　実務を依頼される場合は、相談員へ個別に依頼して頂きます。

～より良い会社経営に活用してください～
・経理処理  ・決算対策　 ・相続税対策
・消費税　  ・事業承継　 ・契約トラブル
・債権回収  ・損害賠償　 ・不動産売買
・民法改正  ・働き方改革 ・就業規則
・助成金　  ・雇用問題　 ・賃金制度

お気軽にご連絡ください！

会員無料！経営相談ホットライン

～会員募集中！会員増強にご協力お願いします～ 6
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社
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社
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社

沖
縄
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社
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　5
月
27
日
（
木
）
沖
縄
ハ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
10
回
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　ご
案
内
の
と
お
り
、
本
年
度
の
総
会

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
と
、
参
加
者
の
健
康
と
安
全
を
第

一
と
す
る
観
点
に
よ
り
、
ご
来
賓
の
案

内
を
控
え
、
表
彰
式
・
会
員
交
流
会
も

実
施
せ
ず
、
定
時
総
会
の
み
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
委
任
状
の
ご
提
出
な

ど
会
員
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

予
定
さ
れ
て
い
た
議
事
を
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
　皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　役
員
改
選
で
は
、
新

理
事
に
座
間
味
一
朗
氏

（
株
式
会
社
ざ
ま
み
ダ
ン

ボ
ー
ル
）、
新
城
一
史
氏

（
株
式
会
社
沖
縄
海
邦
銀

行
）、
髙
良
マ
ス
ミ
氏

（
有
限
会
社
エ
ナ
ジ
ー
）、

前
川
英
之
氏
（
株
式
会
社
ラ
ジ
オ
沖

縄
）
が
就
任
し
、
副
会
長
を
務
め
た
幸

家
秀
男
氏
、
長
年
理
事
を
務
め
た
座
間

味
勲
氏
、
森
田
明
氏
が
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　総
会
終
結
後
に
会
長
、
副
会
長
、
専

務
理
事
選
定
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長

に
上
間
優
氏
（
大
同
火
災
海
上
保
険
株

式
会
社
）、
副
会
長
に
川
上
康
氏
（
株
式

会
社
琉
球
銀
行
）、
山
城
正
保
氏
（
株
式

会
社
沖
縄
銀
行
）、
當
間
卓
氏
（
株
式
会

社
泉
設
計
）
が
再
任
さ
れ
、
新
た
に
副

会
長
に
新
庄
一
史
氏
（
株
式
会
社
沖
縄

海
邦
銀
行
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
各
種
表
彰
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に

は
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　税
務
調
査
の
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な

切
り
口
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
「
人
」、

「
物
」、「
金
」
の
い
ず
れ
か
を
端
緒
と
し

て
深
度
あ
る
調
査
を
行
え
ば
、
自
ず
と

結
果
が
出
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
現
金
監
査
」
は
ま
さ
に
「
金
」

の
領
域
で
す
。

　現
金
商
売
の
会
社
の
調
査
で
は
、
事

業
の
実
体
を
把
握
す
る
た
め
に
無
予
告

に
よ
る
現
況
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
、
必
ず
と

言
っ
て
良
い
ほ
ど
「
現
金
監
査
」
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
調
査
日

当
日
の
現
金
残
高
と
金
銭
出
納
帳
の
帳

簿
残
高
と
の
照
合
を
行
い
、『
調
査
前
日

の
金
銭
出
納
帳
の
帳
簿
残
高
』
―
『
調

査
日
当
日
の
現
金
で
支
払
わ
れ
た
仕
入

や
経
費
等
分
』＋『
調
査
日
当
日
の
現
金

売
上
高
』
の
検
算
を
行
い
ま
す
。
調
査

日
当
日
の
現
金
残
高
と
一
致
し
ま
す
よ

ね
。
一
致
し
な
い
？

　そ
れ
は
お
か
し

い
で
す
ね
！

　調
査
官
は
、
現
金
残
高

が
少
な
か
っ
た
ら
売
上
を
抜
い
た
後
だ

と
思
う
し
、
逆
に
現
金
残
高
が
多
か
っ

た
ら
売
上
げ
を
抜
く
前
の
状
態
と
想
定

す
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
差

額
の
説
明
を
し
っ
か
り
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　よ
く
苦
し
ま
ぎ
れ
に
「
代
表
者
へ
の

時
貸
し
の
お
金
を
返
し
て
も
ら
っ
た
の

で
現
金
が
多
い
」
と
か
、
逆
に
「
時
貸
し

を
し
た
の
を
忘
れ
て
い
た
の
で
現
金
が

少
な
い
」
と
開
き
直
る
人
が
お
り
ま
す

が
、
ま
さ
に
墓
穴
を
掘
っ
て
い
る
説
明

と
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
も
し
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
会
社
と
代
表
者
間
の
金
銭

の
や
り
取
り
が
恒
常
的
に
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
表
者
個
人

の
預
金
通
帳
や
カ
バ
ン
の
中
身
ま
で

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。　現

金
の
残
高
が
一
致
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
日
の
売
上
げ
は
夜
間
金
庫
に

預
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
店
の
責
任
者

が
い
っ
た
ん
閉
店
後
に
持
ち
帰
り
翌
日

整
理
を
す
る
の
か
、
代
表
者
宅
に
当
日

届
け
さ
せ
る
の
か
等
、
現
金
の
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
の
説
明
を

求
め
ら
れ
ま
す
。
も
し
、
代
表
者
宅
で

あ
る
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
同
行
を
お
願
い

し
、
現
物
確
認
の
調
査
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
現
金
に
ル
ー
ズ
な
会
社

は
疑
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　飲
食
店
や
小
売
店
の
経
営
者
は
、
従

業
員
の
不
正
行
為
の
防
止
も
兼
ね
て
、

レ
ジ
等
現
金
を
扱
う
担
当
者
を
時
間
で

シ
フ
ト
す
る
な
ど
内
部
牽
制
に
は
気
を

配
っ
て
い
る
は
ず
で
、
親
族
に
最
終
的

な
現
金
管
理
を
任
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
い
で
し
ょ
う
。
国
税
当
局
で
は
、
調

査
対
象
法
人
の
株
主
構
成
や
代
表
者
の

親
族
関
係
者
等
を
事
前
に
把
握
し
て
い

ま
す
の
で
、
現
金
監
査
で
現
金
が
合
わ

な
い
と
な
る
と
確
信
犯
と
見
る
で
し
ょ

う
ね
。
日
頃
の
現
金
の
管
理
状
況
、
例

え
ば
集
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
ど
の
帳

簿
書
類
等
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
集

ま
っ
た
現
金
は
誰
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
最

終
的
に
誰
に
渡
し
て
い
る
の
か
等
に
つ

い
て
、
担
当
者
は
根
掘
り
葉
掘
り
聞
か

れ
ま
す
よ
。
調
査
官
は
意
味
も
無
く
聞

い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
説
明
に
出
て

く
る
帳
簿
書
類
や
手
控
え
等
を
確
認

し
、
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
の
端

緒
を
探
し
て
い
る
の
で
す
。

　「最
近
の
も
の
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
」、「
古
い
も
の
は
捨
て
ま
し
た
」
と

答
え
る
経
営
者
も
い
ま
す
が
、
相
手
先

に
反
面
調
査
を
す
れ
ば
分
か
る
話
で

す
。
ど
ん
な
に
面
倒
で
も
、
結
果
が
大

変
な
こ
と
に
な
る
の
が
目
に
見
え
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
日
頃
か
ら
帳
簿
残
高

と
現
金
の
確
認
は
必
ず
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

現
金
監
査

〜
実
践
税
務
調
査
〜

現
金
監
査

〜
実
践
税
務
調
査
〜

税
理
士

　
　牧
野

　義
博

詳しくは事務局まで　℡.858-2900

会員企業の経営に関する課題をより早く解決するため、会員企業と各
種専門家をマッチングし、直接相談の出来る機会を設けております。
※無料相談は、通常の一般的な範囲で、書類作成など具体的な実務は行いません。
　実務を依頼される場合は、相談員へ個別に依頼して頂きます。

～より良い会社経営に活用してください～
・経理処理  ・決算対策　 ・相続税対策
・消費税　  ・事業承継　 ・契約トラブル
・債権回収  ・損害賠償　 ・不動産売買
・民法改正  ・働き方改革 ・就業規則
・助成金　  ・雇用問題　 ・賃金制度
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会員無料！経営相談ホットライン
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―
御
社
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
。

　「
当
社
は
、
平
成
8（
1
9
9
6
）年

に
設
立
し
、
今
年
25
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
創
業
者
は
父
の
潔
で
、
私
は

3
年
前
に
2
代
目
の
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。『
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を

お
手
伝
い
』『
未
来
へ
の
挑
戦
と
新
し

い
価
値
の
創
造
』『
人
を
生
か
し
、
人

と
共
に
成
長
す
る
企
業
』を
企
業
理
念

と
し
て
い
ま
す
。
建
築
の
土
木
工
事
、

建
物
解
体
、
駐
車
場
造
成
、
車
両
乗

り
入
れ
口
設
置
、
井
戸
掘
り
、
墓
地

の
造
成
、
公
園
・
運
動
場
な
ど
の
赤

土
補
足
整
地
な
ど
、
重
機
と
ダ
ン
プ

の
仕
事
を
メ
イ
ン
と
す
る
総
合
土
木

建
設
業
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
従
業

員
は
現
在
、
男
性
25
人
、
女
性
5
人

の
計
30
人
で
す
。
現
場
で
は
思
い
も

寄
ら
ぬ
事
故
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

ゼ
ロ
災
に
向
け
て
安
全
教
育
に
は

日
々
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
朝
礼
で

は
、
安
全
に
対
す
る
考
え
方
の
レ
ベ

ル
を
維
持
す
る
た
め
に
、
皆
で
確
認

し
合
い
、
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
社
は
30
人
の
小
さ
い
企
業
で
す
の

で
、
大
き
な
会
社
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
小
規
模
企
業
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
社
長
が
自
ら
打

ち
合
わ
せ
に
出
向
い
て
早
い
対
応
を

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
、
工
事
を
終
了
し
た
後
も
、
造

り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
小
回
り
を

利
か
せ
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
良
い
仕
事
を
し
て
い
る

会
社
は
長
く
残
り
ま
す
。
経
済
に
は

好
景
気
、
不
景
気
の
波
が
あ
り
ま
す

が
、
長
く
続
い
て
い
る
会
社
は
、
お

客
様
か
ら
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。『
支
持
さ
れ
て
い

る
』と
は『
需
要
が
あ
る
』と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
お
客
様
か
ら

『
南
開
発
さ
ん
に
任
せ
て
よ
か
っ
た

よ
！
』と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

『
ま
た
、
仕
事
頑
張
ろ
う
！
』と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
」

―
県
内
に
お
け
る
総
合
土
木
建
設
業

界
の
動
向
は
？

　「
業
界
全
体
の
仕
事
の
数
は
減
っ
て

い
ま
す
。
建
設
物
件
着
工
率
、
金
額

ベ
ー
ス
を
見
て
も
減
少
傾
向
で
す
。

し
か
し
、
会
社
数
が
減
っ
て
い
ま
す

の
で
、
仕
事
が
減
っ
て
い
る
感
じ
が

あ
ま
り
し
ま
せ
ん
。
会
社
数
が
減
っ

て
い
る
の
は
、
団
塊
世
代
と
呼
ば
れ

る
経
営
者
が
高
齢
化
し
、
事
業
承
継

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。
後
継
者
が
育
っ
て

い
な
く
て
事
業
を
や
め
て
し
ま
う
傾

向
は
、
私
た
ち
の
業
界
ば
か
り
で
な

く
他
の
業
界
で
も
い
え
る
こ
と
の
よ

う
で
す
」

―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

　「
社
内
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
控
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
前
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
た
ま

に
し
た
り
、
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た

仲
間
を
応
援
し
た
り
、
ラ
ン
チ
で
社

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
業
界
的
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
業
界
で

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
関
連
業

界
を
は
じ
め
飲
食
店
な
ど
が
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
低
迷
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
な
ど
が
伸
び
て
い
る
そ
う
で
す
。

た
い
へ
ん
な
事
態
の
な
か
に
県
経
済

は
あ
り
ま
す
が
、
何
か
を
見
い
だ
す

チ
ャ
ン
ス
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
対

応
力
を
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

―
那
覇
法
人
会
に
つ
い
て
。

　「
那
覇
法
人
会
に
は
先
代
か
ら
入
会

し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
学
び

の
場
で
す
。
青
年
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
先
輩

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
あ
れ
こ
れ
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
企
業
と
出
会
え
る
場
で
も
あ
り
、

仕
事
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
社
員
が

よ
く
活
用
し
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
で
す
。『
行
っ
て
よ
か
っ

た
』『
勉
強
に
な
る
』と
い
う
感
想
を
聞

い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
飲
食
店
な
ど
の
ご
苦
労
が

マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
業
種
で
も
苦

し
ん
で
い
る
事
業
者
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
な
い
業
種
に
も
目
を
向
け

て
、
法
人
会
と
し
て
な
に
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
、
と
議
題
に
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

会
員
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は

「
学
び
の
場
」で
あ
り「
出
会
い
の
場
」

有
限
会
社

　南
開
発

　代
表
取
締
役

　大
城 

誠

　氏

代表取締役    大城 誠（おおしろ・まこと） 氏

所得拡大促進税制はどのように改正されたの？
～ 経理課社員リサと顧問税理士サキ先生の税務問答 ～

税理士　野川 悟志

経理課社員　リサ

顧問税理士
サキ先生

積極的に賃上げや雇用を増やした企業が税制のメリットを受けられるといいですね。

　ただし、注意点もあります。実際に税額控除割合を乗ずる基礎となる雇用者給与等
支給額から比較雇用者給与等支給額を控除した、いわゆる前年度からの増加額は、雇
用調整助成金等を控除して計算した金額となります。

　令和３年度税制改正で、賃上げ・投資促進税制とともに、我々中小企業者向けの所得拡
大促進税制が改正されたと聞きました。どのように変わったのですか。以前は集計が大変で
したので、使いやすくなるといいのですが。

　継続雇用者給与の集計は、中途入退社を把握するのが大変でしたので、楽になりそうです
ね。雇用調整助成金を受けている企業も多いでしょうから、判定時にこれを控除しなくてよ
いのはありがたいですね。

　整理すると、要件の判定の際は、雇用調整助成金等を控除しないが、税額控除額の計算
の際は、雇用調整助成金等を控除するということですね。間違えないようにしないといけま
せんね。改正後の制度はいつから適用になりますか。

　今回の改正は、新型コロナウイルスの影響で雇用環境が悪化する中、賃上げだけで
なく、雇用を増加させる企業を下支えする観点からの改正となっています。
　所得拡大促進税制の見直しのポイントを２点紹介します。
　１点目は、改正前の適用要件は、雇用者給与等支給額が前年度以上であることと、
継続雇用者給与等支給額が前年度比で１．５％以上増加していること（判定に当たっ
ては雇用調整助成金等を控除する）の２つをクリアしている必要がありましたが、改正
後は、雇用者給与等支給額が前年度比で１．５％以上増加していれば適用できます。
さらに、適用要件を判定する際、改正後は、雇用調整助成金等を控除する必要はあ
りません。
　２点目は、税額控除割合の２５％（原則１５%）が適用される場合の要件の１つで、
継続雇用者給与等支給額が前年度比で２．５％以上増加していることが必要でした
が、改正後は、上記要件の雇用者給与等支給額が前年度比で２．５％以上増加して
いれば適用できます。この判定に当たっても、雇用調整助成金等を控除する必要はあ
りません。なお、他の要件の教育訓練費が前年度比で１０%以上増加していることな
どの要件は変わりません。

　改正後の制度は、令和３年４月１日から令和５年３月３１日までの間に開始する事業年
度で適用されます。リサさんの会社は８月決算ですから、令和４年８月決算からの適用
になります。

１９６５年生まれ。国税庁課税総括課、国税局法人課税課などを経て、東京都品川区で税理士登録。
近著「税制改正経過一覧ハンドブック」（共著、大蔵財務協会）、「税務調査に活かす　図解トレーニング」
（大蔵財務協会）など。ＨＰはしながわ税経事務所で検索。

野川 悟志（のがわ・さとし）著
者
紹
介

～会員募集中！会員増強にご協力お願いします～ 8
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―
御
社
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
。

　「
当
社
は
、
平
成
8（
1
9
9
6
）年

に
設
立
し
、
今
年
25
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
創
業
者
は
父
の
潔
で
、
私
は

3
年
前
に
2
代
目
の
社
長
に
就
任
し

ま
し
た
。『
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を

お
手
伝
い
』『
未
来
へ
の
挑
戦
と
新
し

い
価
値
の
創
造
』『
人
を
生
か
し
、
人

と
共
に
成
長
す
る
企
業
』を
企
業
理
念

と
し
て
い
ま
す
。
建
築
の
土
木
工
事
、

建
物
解
体
、
駐
車
場
造
成
、
車
両
乗

り
入
れ
口
設
置
、
井
戸
掘
り
、
墓
地

の
造
成
、
公
園
・
運
動
場
な
ど
の
赤

土
補
足
整
地
な
ど
、
重
機
と
ダ
ン
プ

の
仕
事
を
メ
イ
ン
と
す
る
総
合
土
木

建
設
業
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
従
業

員
は
現
在
、
男
性
25
人
、
女
性
5
人

の
計
30
人
で
す
。
現
場
で
は
思
い
も

寄
ら
ぬ
事
故
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

ゼ
ロ
災
に
向
け
て
安
全
教
育
に
は

日
々
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
朝
礼
で

は
、
安
全
に
対
す
る
考
え
方
の
レ
ベ

ル
を
維
持
す
る
た
め
に
、
皆
で
確
認

し
合
い
、
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
社
は
30
人
の
小
さ
い
企
業
で
す
の

で
、
大
き
な
会
社
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
小
規
模
企
業
な
ら
で
は
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
社
長
が
自
ら
打

ち
合
わ
せ
に
出
向
い
て
早
い
対
応
を

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
、
工
事
を
終
了
し
た
後
も
、
造

り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
小
回
り
を

利
か
せ
て
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
良
い
仕
事
を
し
て
い
る

会
社
は
長
く
残
り
ま
す
。
経
済
に
は

好
景
気
、
不
景
気
の
波
が
あ
り
ま
す

が
、
長
く
続
い
て
い
る
会
社
は
、
お

客
様
か
ら
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
支
持

さ
れ
て
い
ま
す
。『
支
持
さ
れ
て
い

る
』と
は『
需
要
が
あ
る
』と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
お
客
様
か
ら

『
南
開
発
さ
ん
に
任
せ
て
よ
か
っ
た

よ
！
』と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、

『
ま
た
、
仕
事
頑
張
ろ
う
！
』と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
」

―
県
内
に
お
け
る
総
合
土
木
建
設
業

界
の
動
向
は
？

　「
業
界
全
体
の
仕
事
の
数
は
減
っ
て

い
ま
す
。
建
設
物
件
着
工
率
、
金
額

ベ
ー
ス
を
見
て
も
減
少
傾
向
で
す
。

し
か
し
、
会
社
数
が
減
っ
て
い
ま
す

の
で
、
仕
事
が
減
っ
て
い
る
感
じ
が

あ
ま
り
し
ま
せ
ん
。
会
社
数
が
減
っ

て
い
る
の
は
、
団
塊
世
代
と
呼
ば
れ

る
経
営
者
が
高
齢
化
し
、
事
業
承
継

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。
後
継
者
が
育
っ
て

い
な
く
て
事
業
を
や
め
て
し
ま
う
傾

向
は
、
私
た
ち
の
業
界
ば
か
り
で
な

く
他
の
業
界
で
も
い
え
る
こ
と
の
よ

う
で
す
」

―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

　「
社
内
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
控
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
前
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
た
ま

に
し
た
り
、
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た

仲
間
を
応
援
し
た
り
、
ラ
ン
チ
で
社

内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
業
界
的
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
業
界
で

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
関
連
業

界
を
は
じ
め
飲
食
店
な
ど
が
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
低
迷
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
な
ど
が
伸
び
て
い
る
そ
う
で
す
。

た
い
へ
ん
な
事
態
の
な
か
に
県
経
済

は
あ
り
ま
す
が
、
何
か
を
見
い
だ
す

チ
ャ
ン
ス
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
対

応
力
を
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

―
那
覇
法
人
会
に
つ
い
て
。

　「
那
覇
法
人
会
に
は
先
代
か
ら
入
会

し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
学
び

の
場
で
す
。
青
年
部
に
所
属
し
て
い

ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
先
輩

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
あ
れ
こ
れ
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
企
業
と
出
会
え
る
場
で
も
あ
り
、

仕
事
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
社
員
が

よ
く
活
用
し
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
で
す
。『
行
っ
て
よ
か
っ

た
』『
勉
強
に
な
る
』と
い
う
感
想
を
聞

い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
飲
食
店
な
ど
の
ご
苦
労
が

マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
紹
介
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
業
種
で
も
苦

し
ん
で
い
る
事
業
者
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
な
い
業
種
に
も
目
を
向
け

て
、
法
人
会
と
し
て
な
に
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
、
と
議
題
に
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

会
員
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は

「
学
び
の
場
」で
あ
り「
出
会
い
の
場
」

有
限
会
社

　南
開
発

　代
表
取
締
役

　大
城 

誠

　氏

代表取締役    大城 誠（おおしろ・まこと） 氏

所得拡大促進税制はどのように改正されたの？
～ 経理課社員リサと顧問税理士サキ先生の税務問答 ～

税理士　野川 悟志

経理課社員　リサ

顧問税理士
サキ先生

積極的に賃上げや雇用を増やした企業が税制のメリットを受けられるといいですね。

　ただし、注意点もあります。実際に税額控除割合を乗ずる基礎となる雇用者給与等
支給額から比較雇用者給与等支給額を控除した、いわゆる前年度からの増加額は、雇
用調整助成金等を控除して計算した金額となります。

　令和３年度税制改正で、賃上げ・投資促進税制とともに、我々中小企業者向けの所得拡
大促進税制が改正されたと聞きました。どのように変わったのですか。以前は集計が大変で
したので、使いやすくなるといいのですが。

　継続雇用者給与の集計は、中途入退社を把握するのが大変でしたので、楽になりそうです
ね。雇用調整助成金を受けている企業も多いでしょうから、判定時にこれを控除しなくてよ
いのはありがたいですね。

　整理すると、要件の判定の際は、雇用調整助成金等を控除しないが、税額控除額の計算
の際は、雇用調整助成金等を控除するということですね。間違えないようにしないといけま
せんね。改正後の制度はいつから適用になりますか。

　今回の改正は、新型コロナウイルスの影響で雇用環境が悪化する中、賃上げだけで
なく、雇用を増加させる企業を下支えする観点からの改正となっています。
　所得拡大促進税制の見直しのポイントを２点紹介します。
　１点目は、改正前の適用要件は、雇用者給与等支給額が前年度以上であることと、
継続雇用者給与等支給額が前年度比で１．５％以上増加していること（判定に当たっ
ては雇用調整助成金等を控除する）の２つをクリアしている必要がありましたが、改正
後は、雇用者給与等支給額が前年度比で１．５％以上増加していれば適用できます。
さらに、適用要件を判定する際、改正後は、雇用調整助成金等を控除する必要はあ
りません。
　２点目は、税額控除割合の２５％（原則１５%）が適用される場合の要件の１つで、
継続雇用者給与等支給額が前年度比で２．５％以上増加していることが必要でした
が、改正後は、上記要件の雇用者給与等支給額が前年度比で２．５％以上増加して
いれば適用できます。この判定に当たっても、雇用調整助成金等を控除する必要はあ
りません。なお、他の要件の教育訓練費が前年度比で１０%以上増加していることな
どの要件は変わりません。

　改正後の制度は、令和３年４月１日から令和５年３月３１日までの間に開始する事業年
度で適用されます。リサさんの会社は８月決算ですから、令和４年８月決算からの適用
になります。

１９６５年生まれ。国税庁課税総括課、国税局法人課税課などを経て、東京都品川区で税理士登録。
近著「税制改正経過一覧ハンドブック」（共著、大蔵財務協会）、「税務調査に活かす　図解トレーニング」
（大蔵財務協会）など。ＨＰはしながわ税経事務所で検索。

野川 悟志（のがわ・さとし）著
者
紹
介
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◆
気
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
今
後
の
労
働
基
準
監
督
署
等
に
よ
る

監
督
・
指
導
方
針
の
傾
向
が
わ
か
る

「
令
和
３
年
度
地
方
労
働
行
政
運
営
方

針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
気
に
な
る
ポ

イ
ン
ト
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
雇
用
の
維
持
・
継
続
に
向
け
た
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
緊
急
的
な
対
応
期

を
経
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
政
策
の
重
心

が
移
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
や
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
た
、
在

籍
型
出
向
の
活
用
や
再
就
職
支
援
を
支

援
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。
出
向
契
約
や

出
向
に
関
す
る
意
向
の
確
認
な
ど
が
重

要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

◆
女
性
活
躍
・
男
性
の
育
児
休
業
取
得

等
の
推
進

　
女
性
活
躍
推
進
法
の
行
動
計
画
策
定

義
務
対
象
企
業
が
、
こ
の
４
月
よ
り

1
0
1
人
以
上
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
設
が
予
定
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る

男
性
版
産
休
制
度
（
子
の
出
生
後
８
週

間
に
４
週
間
の
休
み
を
取
得
可
能
と
す

る
こ
と
等
が
柱
）
も
、
制
度
の
施
行
は

2
0
2
2
年
秋
頃
が
予
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な

る
の
か
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

◆
テ
レ
ワ
ー
ク
、
労
災

　
今
や
、
や
っ
て
い
る
・
知
っ
て
い
て
当

然
と
な
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
も
、

取
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
で
す
。
人
材

確
保
等
支
援
助
成
金
に
よ
る
支
援
が
あ

り
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
技
術

的
な
面
か
ら
も
、
労
働
時
間
の
管
理
、

健
康
管
理
な
ど
の
労
務
管
理
の
面
か
ら

も
、
こ
れ
か
ら
人
事
労
務
担
当
者
の
必

須
の
知
識
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

労
災
に
も
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
関
係
の
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
清
掃
員
や
建
設
業

の
施
工
管
理
者
・
営
業
職
従
事
者
・
建

設
作
業
員
、
港
湾
荷
役
作
業
員
、
販
売

店
員
で
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
労
災
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
監
督
・
指
導
は
長
時
間
労
働
の
是
正

に
関
す
る
監
督
指
導
が
中
心
に
は
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
の
運
営
方
針
で
は
、

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
昨

今
の
傾
向
を
反
映
し
た
調
査
・
指
導
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
事
業
主
等
指
針
と
は
？

　
事
業
主
等
指
針
と
は
、「
青
少
年
の

雇
用
機
会
の
確
保
及
び
職
場
へ
の
定
着

に
関
し
て
事
業
主
、
特
定
地
方
公
共
団

体
、
職
業
紹
介
事
業
者
等
そ
の
他
の
関

係
者
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」

（
平
成
27
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

4
0
6
号
）
の
こ
と
を
い
い
、
若
者
雇
用

促
進
法
に
基
づ
き
、
若
者
を
募
集
・
採

用
等
す
る
事
業
主
等
が
講
ず
べ
き
措
置

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◆
事
業
主
等
指
針
の
改
正

　
厚
生
労
働
省
は
、
令
和
３
年
４
月
30

日
、
こ
の
事
業
主
等
指
針
を
改
正
し
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
事
業
主

等
が
青
少
年
の
募
集
お
よ
び
採
用
に
あ

た
っ
て
講
ず
べ
き
措
置
、
事
業
主
が
青
少

年
の
職
場
へ
の
定
着
促
進
の
た
め
に
講

ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
主
に
次
の
事
項

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◆
就
活
生
等
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
へ
の
対
応

　
事
業
主
は
、
雇
用
す
る
労
働
者
が
、

就
職
活
動
中
の
学
生
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
者
等
に
対
す
る
言
動

に
つ
い
て
、
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

　
事
業
主
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
指

針
等
に
基
づ
き
、
職
場
に
お
け
る
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ら
び
に
妊
娠
、
出
産
、
育
児

休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

の
た
め
、
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

◆
公
平
・
公
正
な
就
職
機
会
の
提
供

　
採
用
内
定
ま
た
は
採
用
内
々
定
と
引

き
替
え
に
、
他
の
事
業
主
に
対
す
る
就

職
活
動
を
取
り
や
め
る
よ
う
強
要
す
る

こ
と
等
の
青
少
年
の
職
業
選
択
の
自
由

を
妨
げ
る
行
為
等
に
つ
い
て
は
、
青
少

年
に
対
す
る
公
平
・
公
正
な
就
職
機
会

の
提
供
等
の
観
点
か
ら
行
わ
な
い
こ
と
。

◆
内
定
辞
退
等
勧
奨
の
防
止

　
採
用
内
定
者
等
に
つ
い
て
、
労
働
契

約
が
成
立
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

当
該
採
用
内
定
者
に
対
し
て
、
自
由
な

意
思
決
定
を
妨
げ
る
よ
う
な
内
定
辞
退

の
勧
奨
は
、
違
法
な
権
利
侵
害
に
あ
た

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
行
わ
な
い
こ

と
。

◆
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
・
募
集

者
等
に
お
け
る
個
人
情
報
の
管
理

　
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
、
募
集
者

等
は
、
職
業
安
定
法
に
基
づ
く
職
業
紹

介
事
業
者
等
指
針
（
求
職
者
等
の
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の

収
集
、
保
管
お
よ
び
使
用
、
個
人
情
報

の
適
正
な
管
理
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
遵
守
等
）
第
４
条
に
基

づ
き
、
求
職
者
等
の
個
人
情
報
を
適
切

に
取
り
扱
う
こ
と
。

◆
死
亡
者
数
は
３
年
連
続
過
去
最
少
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
増
加

　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
令
和
２
年

の
労
働
災
害
発
生
状
況
の
取
り
ま
と
め

に
よ
れ
ば
、
令
和
２
年
（
1
月
〜
12
月
）

の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
（
以
下

「
死
亡
者
数
」）
は
8
0
2
人
（
前
年
比

43
人
・
5
．
1
％
減
）
と
、
３
年
連
続

で
過
去
最
少
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
（
以
下
「
死
傷

者
数
」
と
い
う
）
は
1
3
1
，
1
5
6
人

（
前
年
比
5
，
5
4
5
人
・
4
．
4
％
増
）

と
平
成
14
年
以
降
で
最
多
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
死
傷
者
の
傾
向

　
事
故
の
型
別
と
し
て
は
、
特
に
死
傷

者
数
が
最
多
の
「
転
倒
」（
前
年
比

9
4
3
人
・
3
．
1
％
増
）、「
動
作
の

反
動
・
無
理
な
動
作
」（
同
1
，
4
1
2

人
・
8
．0
％
増
）で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
、
60
歳
以
上
が

全
死
傷
者
数
の
約
４
分
の
１
を
占
め
、

3
4
，
9
2
8
人
（
前
年
比
1
，
2
1
3

人
・
3
．
6
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
倒
は
、
高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
労
働
災

害
発
生
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
と
り
わ

け
高
齢
女
性
の
労
働
災
害
発
生
率
は
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
業
見
込
み
期
間

も
年
齢
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
長
く

な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
、
高
齢
者
の
労
働
災
害
は
対

応
が
必
須
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も

　
ま
た
、
上
記
死
傷
者
数
の
う
ち
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
り
患
に
よ
る

労
働
災
害
は
6
，
0
4
1
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど

で
の
発
生
が
８
割
弱
に
達
し
て
い
る
そ

う
で
す
。コ
ロ
ナ
関
連
の
労
働
災
害
は
全

体
に
占
め
る
割
合
と
し
て
は
小
さ
い
で

す
が
、
職
場
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
も
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き

申
請
件
数
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
企
業
も
し

ば
ら
く
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
へ
の

配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

若
者
雇
用
促
進
法
に

基
づ
く「
事
業
主
等

指
針
」が
改
正
に

若
者
雇
用
促
進
法
に

基
づ
く「
事
業
主
等

指
針
」が
改
正
に

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

國
場
経
営
事
務
所

　提
供

令
和
２
年
の
労
働
災

害
発
生
状
況

令
和
２
年
の
労
働
災

害
発
生
状
況

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

國
場
経
営
事
務
所

　提
供

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

國
場
経
営
事
務
所

　提
供

「
令
和
３
年
度
地
方
労
働

行
政
運
営
方
針
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み
る

労
務
管
理
の
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イ
ン
ト

「
令
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３
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地
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労
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運
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み
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労
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ト

青年部会　租税教室オンライン開催！
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◆
気
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
今
後
の
労
働
基
準
監
督
署
等
に
よ
る

監
督
・
指
導
方
針
の
傾
向
が
わ
か
る

「
令
和
３
年
度
地
方
労
働
行
政
運
営
方

針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
気
に
な
る
ポ

イ
ン
ト
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
雇
用
の
維
持
・
継
続
に
向
け
た
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
緊
急
的
な
対
応
期

を
経
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
へ
政
策
の
重
心

が
移
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

　
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
や
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
た
、
在

籍
型
出
向
の
活
用
や
再
就
職
支
援
を
支

援
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。
出
向
契
約
や

出
向
に
関
す
る
意
向
の
確
認
な
ど
が
重

要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

◆
女
性
活
躍
・
男
性
の
育
児
休
業
取
得

等
の
推
進

　
女
性
活
躍
推
進
法
の
行
動
計
画
策
定

義
務
対
象
企
業
が
、
こ
の
４
月
よ
り

1
0
1
人
以
上
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
設
が
予
定
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る

男
性
版
産
休
制
度
（
子
の
出
生
後
８
週

間
に
４
週
間
の
休
み
を
取
得
可
能
と
す

る
こ
と
等
が
柱
）
も
、
制
度
の
施
行
は

2
0
2
2
年
秋
頃
が
予
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な

る
の
か
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

◆
テ
レ
ワ
ー
ク
、
労
災

　
今
や
、
や
っ
て
い
る
・
知
っ
て
い
て
当

然
と
な
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
も
、

取
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
で
す
。
人
材

確
保
等
支
援
助
成
金
に
よ
る
支
援
が
あ

り
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
技
術

的
な
面
か
ら
も
、
労
働
時
間
の
管
理
、

健
康
管
理
な
ど
の
労
務
管
理
の
面
か
ら

も
、
こ
れ
か
ら
人
事
労
務
担
当
者
の
必

須
の
知
識
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

労
災
に
も
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
関
係
の
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
清
掃
員
や
建
設
業

の
施
工
管
理
者
・
営
業
職
従
事
者
・
建

設
作
業
員
、
港
湾
荷
役
作
業
員
、
販
売

店
員
で
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
労
災
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
監
督
・
指
導
は
長
時
間
労
働
の
是
正

に
関
す
る
監
督
指
導
が
中
心
に
は
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
の
運
営
方
針
で
は
、

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
昨

今
の
傾
向
を
反
映
し
た
調
査
・
指
導
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
事
業
主
等
指
針
と
は
？

　
事
業
主
等
指
針
と
は
、「
青
少
年
の

雇
用
機
会
の
確
保
及
び
職
場
へ
の
定
着

に
関
し
て
事
業
主
、
特
定
地
方
公
共
団

体
、
職
業
紹
介
事
業
者
等
そ
の
他
の
関

係
者
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
の
指
針
」

（
平
成
27
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

4
0
6
号
）
の
こ
と
を
い
い
、
若
者
雇
用

促
進
法
に
基
づ
き
、
若
者
を
募
集
・
採

用
等
す
る
事
業
主
等
が
講
ず
べ
き
措
置

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

◆
事
業
主
等
指
針
の
改
正

　
厚
生
労
働
省
は
、
令
和
３
年
４
月
30

日
、
こ
の
事
業
主
等
指
針
を
改
正
し
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
事
業
主

等
が
青
少
年
の
募
集
お
よ
び
採
用
に
あ

た
っ
て
講
ず
べ
き
措
置
、
事
業
主
が
青
少

年
の
職
場
へ
の
定
着
促
進
の
た
め
に
講

ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
主
に
次
の
事
項

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◆
就
活
生
等
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

問
題
へ
の
対
応

　
事
業
主
は
、
雇
用
す
る
労
働
者
が
、

就
職
活
動
中
の
学
生
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
者
等
に
対
す
る
言
動

に
つ
い
て
、
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

　
事
業
主
は
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
指

針
等
に
基
づ
き
、
職
場
に
お
け
る
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ら
び
に
妊
娠
、
出
産
、
育
児

休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

の
た
め
、
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

◆
公
平
・
公
正
な
就
職
機
会
の
提
供

　
採
用
内
定
ま
た
は
採
用
内
々
定
と
引

き
替
え
に
、
他
の
事
業
主
に
対
す
る
就

職
活
動
を
取
り
や
め
る
よ
う
強
要
す
る

こ
と
等
の
青
少
年
の
職
業
選
択
の
自
由

を
妨
げ
る
行
為
等
に
つ
い
て
は
、
青
少

年
に
対
す
る
公
平
・
公
正
な
就
職
機
会

の
提
供
等
の
観
点
か
ら
行
わ
な
い
こ
と
。

◆
内
定
辞
退
等
勧
奨
の
防
止

　
採
用
内
定
者
等
に
つ
い
て
、
労
働
契

約
が
成
立
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

当
該
採
用
内
定
者
に
対
し
て
、
自
由
な

意
思
決
定
を
妨
げ
る
よ
う
な
内
定
辞
退

の
勧
奨
は
、
違
法
な
権
利
侵
害
に
あ
た

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
行
わ
な
い
こ

と
。

◆
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
・
募
集

者
等
に
お
け
る
個
人
情
報
の
管
理

　
募
集
情
報
等
提
供
事
業
者
、
募
集
者

等
は
、
職
業
安
定
法
に
基
づ
く
職
業
紹

介
事
業
者
等
指
針
（
求
職
者
等
の
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
の

収
集
、
保
管
お
よ
び
使
用
、
個
人
情
報

の
適
正
な
管
理
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
遵
守
等
）
第
４
条
に
基

づ
き
、
求
職
者
等
の
個
人
情
報
を
適
切

に
取
り
扱
う
こ
と
。

◆
死
亡
者
数
は
３
年
連
続
過
去
最
少
、

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
増
加

　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
令
和
２
年

の
労
働
災
害
発
生
状
況
の
取
り
ま
と
め

に
よ
れ
ば
、
令
和
２
年
（
1
月
〜
12
月
）

の
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
（
以
下

「
死
亡
者
数
」）
は
8
0
2
人
（
前
年
比

43
人
・
5
．
1
％
減
）
と
、
３
年
連
続

で
過
去
最
少
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
（
以
下
「
死
傷

者
数
」
と
い
う
）
は
1
3
1
，
1
5
6
人

（
前
年
比
5
，
5
4
5
人
・
4
．
4
％
増
）

と
平
成
14
年
以
降
で
最
多
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
死
傷
者
の
傾
向

　
事
故
の
型
別
と
し
て
は
、
特
に
死
傷

者
数
が
最
多
の
「
転
倒
」（
前
年
比

9
4
3
人
・
3
．
1
％
増
）、「
動
作
の

反
動
・
無
理
な
動
作
」（
同
1
，
4
1
2

人
・
8
．0
％
増
）で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
、
60
歳
以
上
が

全
死
傷
者
数
の
約
４
分
の
１
を
占
め
、

3
4
，
9
2
8
人
（
前
年
比
1
，
2
1
3

人
・
3
．
6
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
倒
は
、
高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
労
働
災

害
発
生
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
と
り
わ

け
高
齢
女
性
の
労
働
災
害
発
生
率
は
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
業
見
込
み
期
間

も
年
齢
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
長
く

な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
、
高
齢
者
の
労
働
災
害
は
対

応
が
必
須
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
も

　
ま
た
、
上
記
死
傷
者
数
の
う
ち
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
り
患
に
よ
る

労
働
災
害
は
6
，
0
4
1
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど

で
の
発
生
が
８
割
弱
に
達
し
て
い
る
そ

う
で
す
。コ
ロ
ナ
関
連
の
労
働
災
害
は
全

体
に
占
め
る
割
合
と
し
て
は
小
さ
い
で

す
が
、
職
場
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
も
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き

申
請
件
数
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
企
業
も
し

ば
ら
く
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
へ
の

配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

若
者
雇
用
促
進
法
に

基
づ
く「
事
業
主
等

指
針
」が
改
正
に

若
者
雇
用
促
進
法
に

基
づ
く「
事
業
主
等

指
針
」が
改
正
に

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

國
場
経
営
事
務
所

　提
供

令
和
２
年
の
労
働
災

害
発
生
状
況

令
和
２
年
の
労
働
災

害
発
生
状
況

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

國
場
経
営
事
務
所

　提
供

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

國
場
経
営
事
務
所

　提
供

「
令
和
３
年
度
地
方
労
働

行
政
運
営
方
針
」に
み
る

労
務
管
理
の
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イ
ン
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令
和
３
年
度
地
方
労
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行
政
運
営
方
針
」に
み
る

労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

青年部会　租税教室オンライン開催！

「租税教室」は、６年生の社会科の学習「国民生活と政治」で扱う「人々の生活と政治のかかわり」と
「税金の役割」の理解に役立つよう、租税教室等で税金の使われ方について学習してもらい、適切な
知識を身に付けることを目的としてます。今回は、緊急事態宣言発令中の開催ということで、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点より、オンラインにて租税教室を開催しました。

講師：大城　拓　氏　（株式会社RICKA） 那覇市立小禄小学校（令和3年6月21日）

～会員募集中！会員増強にご協力お願いします～11

２０２１　群星号「那覇法人会」No.130



【
筆
者
紹
介
】

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）

　医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大

学
講
師
。
日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協

会
会
員
。
読
売
新
聞
社
出
身
、
在
職
中
に

長
期
連
載
「
医
療

ル
ネ
サ
ン
ス
」
を

創
設
。
現
在
は
フ

リ
ー
で
、
著
作
、

講
演
活
動
な
ど
に

従
事
。

近
年
よ
く
使
わ
れ
る
「
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
の
改
善
」
も
同
じ
意
味

　
流
行
語
に
も
な
っ
た
「
腸
活
」
と

は
読
ん
で
字
の
如
し
で
、〝
第
２
の

脳
〞と
も
呼
ば
れ
る
腸
の
活
動
や
働

き
を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
食
事
や

運
動
に
配
慮
し
て
、
重
要
な
臓
器
で

あ
る
腸
の
機
能
向
上
を
目
指
す
と
同

時
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
取
り

入
れ
る
こ
と
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
、
腸
活
と
は
『
腸
内
環
境
を
改
善

す
る
こ
と
』
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
後
発
の
「
腸
内
フ
ロ
ー

ラ
の
改
善
」
は
、
何
と
も
し
ゃ
れ
た

感
じ
は
し
ま
す
け
れ
ど
、
実
は
「
腸

内
環
境
の
改
善
」
と
全
く
同
じ
意
味

な
の
で
す
。
そ
こ
で
分
か
り
や
す
く

「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
は
何
な
の
か
、

の
説
明
か
ら
入
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
腸
の
中
に
は
多
種
多
様

の
細
菌
が
す
み
つ
い
て
い
て
、
そ
の

数
は
実
に
１
，
０
０
０
種
、
１
０
０

兆
個
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ー
ラ
と
は
英
語
で
お
花
畑
の
こ

と
で
す
が
、
腸
内
細
菌
を
顕
微
鏡
で

覗
く
と
、
ま
る
で
お
花
畑
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、腸
内
細
菌
は「
腸

内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
無
限
大
と
も
言
え
る
腸
内
細

菌
は
３
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
体

に
良
い
働
き
を
す
る
「
善
玉
菌
」、

悪
い
働
き
を
す
る
「
悪
玉
菌
」、
ど

ち
ら
に
も
属
さ
な
い
「
日
和
見
（
ひ

よ
り
み
）
菌
」
で
す
。
そ
し
て
種
類

別
の
腸
活
と
は
、善
玉
菌
を
増
や
し
、

悪
玉
菌
を
減
ら
し
、
日
和
見
菌
を
な

る
べ
く
多
く
味
方
に
つ
け
る
こ
と
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
善
玉
菌
は
ビ

タ
ミ
ン
の
合
成
、
消
化
吸
収
、
老
化

防
止
、
健
康
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す

細
菌
で
、
代
表
的
な
の
は
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
、
乳
酸
菌
で
す
。
次
に
悪
玉
菌

は
文
字
通
り
体
に
悪
さ
を
す
る
細
菌

で
、
腸
内
で
有
害
物
質
を
つ
く
り
出

す
ほ
か
、
便
秘
や
下
痢
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
ウ
ェ
ル

シ
ュ
菌
、
ブ
ド
ウ
球
菌
で
す
。
そ
し

て
日
和
見
菌
は
、
健
康
な
時
は
お
と

な
し
く
し
て
い
ま
す
が
、
体
が
弱
っ

た
り
す
る
と
仮
面
を
脱
い
で
悪
さ
を

始
め
ま
す
。代
表
的
な
の
は
大
腸
菌
、

連
鎖
球
菌
、
バ
ク
テ
ロ
イ
デ
ス
菌
な

ど
で
す
。

ま
ず
食
生
活
を
見
直
し
、
適
度
な
運

動
と
十
分
な
睡
眠
を

　
食
事
で
は
何
を
食
べ
れ
ば
良
い
か

の
前
に
、
必
ず
実
行
し
て
欲
し
い
、

守
っ
て
欲
し
い
、
大
前
提
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
毎
日
、
１
．
５
リ
ッ
ト

ル
ほ
ど
の
水
を
飲
む
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
。
　
　

　
そ
し
て
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に

３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
会
社
勤
務
の
方
は
難
し
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
限
り
努
力

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
毎
日
食
し
た
い
の
は
、
優

れ
た
効
能
を
持
つ
乳
酸
菌
・
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
た
っ
ぷ
り
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

そ
れ
に
善
玉
菌
の
好
む
オ
リ
ゴ
糖
の

多
い
牛
乳
で
す
。
こ
れ
が
両
横
綱
と

言
え
ま
す
。

　
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
発
酵
食

品
も
腸
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
し

ま
す
。
納
豆
を
筆
頭
に
味
噌
、
漬
け

物
、鰹
節
、甘
酒
で
す
。
前
述
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
ほ
か
チ
ー
ズ
、キ
ム
チ
も
、

こ
の
仲
間
に
入
り
ま
す
。

　
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
も
お
勧
め

で
す
。ゴ
ボ
ウ
、カ
ボ
チ
ャ
、オ
ク
ラ
、

セ
ロ
リ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
で
す
。

食
べ
物
で
は
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
寒

天
な
ど
の
海
藻
類
、
シ
イ
タ
ケ
、
シ

メ
ジ
な
ど
の
き
の
こ
類
、
バ
ナ
ナ
、

ミ
カ
ン
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
な
ど

の
果
物
類
も
、
腸
活
食
品
の
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
腸
を
活
発
に
す
る
に
は
運
動
も
大

切
で
す
。
た
だ
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
は

苦
手
」
と
尻
込
み
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ

で
十
分
で
す
。
と
に
か
く
体
を
動
か

し
て
体
の
外
側
か
ら
腸
に
刺
激
を
与

え
る
こ
と
が
、
推
奨
さ
れ
る
正
し
い

腸
活
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
動
く
こ
と
と
同
時
に
休
む
こ
と
、

そ
う
睡
眠
も
大
事
で
す
。
睡
眠
不
足

は
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
自
律

神
経
の
機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
よ

う
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
を
身
に
つ

け
、
熟
睡
を
心
掛
け
た
い
で
す
ね
。

入
浴
は
心
身
を
休
め
さ
せ
ま
す
が
、

寝
酒
は
度
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
の

で
控
え
ま
し
ょ
う
。

1
日
に
1
回
は
自
分
の
便
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
腸
内
環
境
を
知
ろ
う

　
さ
て
最
後
は
、
自
分
の
腸
内
環
境

を
知
る
上
で
最
も
基
本
的
で
あ
る
の

に
、
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
チ
ェ
ッ

ク
法
の
お
勧
め
で
す
。
そ
れ
は
自
分

の
便
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ

と
。
排
便
回
数
に
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
１
日
に
１
回
の
日
が
あ
れ
ば

必
ず
メ
モ
を
し
、
不
定
期
続
き
で

あ
っ
て
も
平
均
回
数
を
同
様
に
頭
に

入
れ
ま
し
ょ
う
。
回
数
の
結
論
は
、

１
日
か
ら
３
日
以
内
に
一
度
、
す
っ

き
り
し
た
便
が
あ
れ
ば
正
常
と
見
な

さ
れ
ま
す
。

　
次
は
色
で
す
が
、
推
奨
は
黄
褐
色

で
す
け
れ
ど
茶
色
も
ま
ず
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
黒
っ
ぽ
い
の
は
便
秘
の
人

に
多
い
よ
う
で
す
が
、
痔
持
ち
で
な

い
の
に
血
が
混
じ
っ
て
赤
い
と
か
、

薬
を
飲
ん
で
な
い
の
に
白
い
場
合

は
、
早
急
な
検
査
が
必
要
と
肝
に
銘

じ
て
下
さ
い
。

　
形
は
昔
か
ら
見
本
と
さ
れ
て
い
る

バ
ナ
ナ
型
が
理
想
で
す
。
そ
し
て
腸

内
が
き
れ
い
で
あ
れ
ば
、
便
に
は
臭

い
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
腸
内

が
汚
れ
て
い
た
ら
便
も
オ
ナ
ラ
も
臭

い
が
強
く
な
る
、と
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
は
洋
式
ト
イ
レ
が
普
及
し
て

便
の
チ
ェ
ッ
ク
が
簡
単
に
な
っ
た
の

で
、
出
来
れ
ば
１
日
に
１
回
、
そ
れ

も
毎
朝
、
便
器
と
自
分
の
便
を
見
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
便
器
に
つ

い
て
い
た
赤
い
色
は
何
か
と
病
院
で

検
査
を
受
け
、
大
腸
が
ん
と
分
か
っ

た
ケ
ー
ス
は
無
数
に
あ
り
ま
す
。

正
し
い「
腸
活
」を
習
慣
づ
け
て
、

悔
い
の
な
い
毎
日
を

正
し
い「
腸
活
」を
習
慣
づ
け
て
、

悔
い
の
な
い
毎
日
を

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　大
谷 

克
弥  

氏

〒901-1117　沖縄県南風原町字津嘉山1800-11　　携帯：070-5410-4188
TEL.098-889-6558  FAX.098-888-3138　E-mail：miikubu@muse.ocn.ne.jp

総合土木建設業（般）第 9122 号

代表取締役　大　城　　誠

有限会社　南 開 発
Okinawa Office株式会社  沖縄県島尻郡南風原町字与那覇427番地1（1F）
TEL.098-851-4339  FAX.098-851-9899  URL：http://okinawaoffice.com/

AIG 損保・損保ジャパン
大同生命・メットライフ生命・ジブラルタ生命・エヌエヌ生命 取扱保険会社

法人会の福利厚生制度は当社へ

～会員募集中！会員増強にご協力お願いします～ 12

２０２１　群星号「那覇法人会」No.130



【
筆
者
紹
介
】

大
谷
克
弥
（
お
お
た
に
・
か
つ
や
）

　医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
東
北
福
祉
大

学
講
師
。
日
本
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協

会
会
員
。
読
売
新
聞
社
出
身
、
在
職
中
に

長
期
連
載
「
医
療

ル
ネ
サ
ン
ス
」
を

創
設
。
現
在
は
フ

リ
ー
で
、
著
作
、

講
演
活
動
な
ど
に

従
事
。

近
年
よ
く
使
わ
れ
る
「
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
の
改
善
」
も
同
じ
意
味

　
流
行
語
に
も
な
っ
た
「
腸
活
」
と

は
読
ん
で
字
の
如
し
で
、〝
第
２
の

脳
〞と
も
呼
ば
れ
る
腸
の
活
動
や
働

き
を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
食
事
や

運
動
に
配
慮
し
て
、
重
要
な
臓
器
で

あ
る
腸
の
機
能
向
上
を
目
指
す
と
同

時
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
取
り

入
れ
る
こ
と
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
、
腸
活
と
は
『
腸
内
環
境
を
改
善

す
る
こ
と
』
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
後
発
の
「
腸
内
フ
ロ
ー

ラ
の
改
善
」
は
、
何
と
も
し
ゃ
れ
た

感
じ
は
し
ま
す
け
れ
ど
、
実
は
「
腸

内
環
境
の
改
善
」
と
全
く
同
じ
意
味

な
の
で
す
。
そ
こ
で
分
か
り
や
す
く

「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
は
何
な
の
か
、

の
説
明
か
ら
入
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
腸
の
中
に
は
多
種
多
様

の
細
菌
が
す
み
つ
い
て
い
て
、
そ
の

数
は
実
に
１
，
０
０
０
種
、
１
０
０

兆
個
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ー
ラ
と
は
英
語
で
お
花
畑
の
こ

と
で
す
が
、
腸
内
細
菌
を
顕
微
鏡
で

覗
く
と
、
ま
る
で
お
花
畑
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
、腸
内
細
菌
は「
腸

内
フ
ロ
ー
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
無
限
大
と
も
言
え
る
腸
内
細

菌
は
３
種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
体

に
良
い
働
き
を
す
る
「
善
玉
菌
」、

悪
い
働
き
を
す
る
「
悪
玉
菌
」、
ど

ち
ら
に
も
属
さ
な
い
「
日
和
見
（
ひ

よ
り
み
）
菌
」
で
す
。
そ
し
て
種
類

別
の
腸
活
と
は
、善
玉
菌
を
増
や
し
、

悪
玉
菌
を
減
ら
し
、
日
和
見
菌
を
な

る
べ
く
多
く
味
方
に
つ
け
る
こ
と
、

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
善
玉
菌
は
ビ

タ
ミ
ン
の
合
成
、
消
化
吸
収
、
老
化

防
止
、
健
康
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
す

細
菌
で
、
代
表
的
な
の
は
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
、
乳
酸
菌
で
す
。
次
に
悪
玉
菌

は
文
字
通
り
体
に
悪
さ
を
す
る
細
菌

で
、
腸
内
で
有
害
物
質
を
つ
く
り
出

す
ほ
か
、
便
秘
や
下
痢
の
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
代
表
的
な
の
は
ウ
ェ
ル

シ
ュ
菌
、
ブ
ド
ウ
球
菌
で
す
。
そ
し

て
日
和
見
菌
は
、
健
康
な
時
は
お
と

な
し
く
し
て
い
ま
す
が
、
体
が
弱
っ

た
り
す
る
と
仮
面
を
脱
い
で
悪
さ
を

始
め
ま
す
。代
表
的
な
の
は
大
腸
菌
、

連
鎖
球
菌
、
バ
ク
テ
ロ
イ
デ
ス
菌
な

ど
で
す
。

ま
ず
食
生
活
を
見
直
し
、
適
度
な
運

動
と
十
分
な
睡
眠
を

　
食
事
で
は
何
を
食
べ
れ
ば
良
い
か

の
前
に
、
必
ず
実
行
し
て
欲
し
い
、

守
っ
て
欲
し
い
、
大
前
提
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
毎
日
、
１
．
５
リ
ッ
ト

ル
ほ
ど
の
水
を
飲
む
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
。
　
　

　
そ
し
て
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に

３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
会
社
勤
務
の
方
は
難
し
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
限
り
努
力

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
毎
日
食
し
た
い
の
は
、
優

れ
た
効
能
を
持
つ
乳
酸
菌
・
ビ
フ
ィ

ズ
ス
菌
た
っ
ぷ
り
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

そ
れ
に
善
玉
菌
の
好
む
オ
リ
ゴ
糖
の

多
い
牛
乳
で
す
。
こ
れ
が
両
横
綱
と

言
え
ま
す
。

　
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
発
酵
食

品
も
腸
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
し

ま
す
。
納
豆
を
筆
頭
に
味
噌
、
漬
け

物
、鰹
節
、甘
酒
で
す
。
前
述
の
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
ほ
か
チ
ー
ズ
、キ
ム
チ
も
、

こ
の
仲
間
に
入
り
ま
す
。

　
食
物
繊
維
の
多
い
野
菜
も
お
勧
め

で
す
。ゴ
ボ
ウ
、カ
ボ
チ
ャ
、オ
ク
ラ
、

セ
ロ
リ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
で
す
。

食
べ
物
で
は
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
、
寒

天
な
ど
の
海
藻
類
、
シ
イ
タ
ケ
、
シ

メ
ジ
な
ど
の
き
の
こ
類
、
バ
ナ
ナ
、

ミ
カ
ン
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
な
ど

の
果
物
類
も
、
腸
活
食
品
の
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
腸
を
活
発
に
す
る
に
は
運
動
も
大

切
で
す
。
た
だ
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
は

苦
手
」
と
尻
込
み
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ

で
十
分
で
す
。
と
に
か
く
体
を
動
か

し
て
体
の
外
側
か
ら
腸
に
刺
激
を
与

え
る
こ
と
が
、
推
奨
さ
れ
る
正
し
い

腸
活
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
動
く
こ
と
と
同
時
に
休
む
こ
と
、

そ
う
睡
眠
も
大
事
で
す
。
睡
眠
不
足

は
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
自
律

神
経
の
機
能
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
よ

う
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
を
身
に
つ

け
、
熟
睡
を
心
掛
け
た
い
で
す
ね
。

入
浴
は
心
身
を
休
め
さ
せ
ま
す
が
、

寝
酒
は
度
を
過
ご
す
こ
と
が
あ
る
の

で
控
え
ま
し
ょ
う
。

1
日
に
1
回
は
自
分
の
便
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
腸
内
環
境
を
知
ろ
う

　
さ
て
最
後
は
、
自
分
の
腸
内
環
境

を
知
る
上
で
最
も
基
本
的
で
あ
る
の

に
、
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
チ
ェ
ッ

ク
法
の
お
勧
め
で
す
。
そ
れ
は
自
分

の
便
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ

と
。
排
便
回
数
に
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
１
日
に
１
回
の
日
が
あ
れ
ば

必
ず
メ
モ
を
し
、
不
定
期
続
き
で

あ
っ
て
も
平
均
回
数
を
同
様
に
頭
に

入
れ
ま
し
ょ
う
。
回
数
の
結
論
は
、

１
日
か
ら
３
日
以
内
に
一
度
、
す
っ

き
り
し
た
便
が
あ
れ
ば
正
常
と
見
な

さ
れ
ま
す
。

　
次
は
色
で
す
が
、
推
奨
は
黄
褐
色

で
す
け
れ
ど
茶
色
も
ま
ず
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
黒
っ
ぽ
い
の
は
便
秘
の
人

に
多
い
よ
う
で
す
が
、
痔
持
ち
で
な

い
の
に
血
が
混
じ
っ
て
赤
い
と
か
、

薬
を
飲
ん
で
な
い
の
に
白
い
場
合

は
、
早
急
な
検
査
が
必
要
と
肝
に
銘

じ
て
下
さ
い
。

　
形
は
昔
か
ら
見
本
と
さ
れ
て
い
る

バ
ナ
ナ
型
が
理
想
で
す
。
そ
し
て
腸

内
が
き
れ
い
で
あ
れ
ば
、
便
に
は
臭

い
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
腸
内

が
汚
れ
て
い
た
ら
便
も
オ
ナ
ラ
も
臭

い
が
強
く
な
る
、と
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
は
洋
式
ト
イ
レ
が
普
及
し
て

便
の
チ
ェ
ッ
ク
が
簡
単
に
な
っ
た
の

で
、
出
来
れ
ば
１
日
に
１
回
、
そ
れ

も
毎
朝
、
便
器
と
自
分
の
便
を
見
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
便
器
に
つ

い
て
い
た
赤
い
色
は
何
か
と
病
院
で

検
査
を
受
け
、
大
腸
が
ん
と
分
か
っ

た
ケ
ー
ス
は
無
数
に
あ
り
ま
す
。

正
し
い「
腸
活
」を
習
慣
づ
け
て
、

悔
い
の
な
い
毎
日
を

正
し
い「
腸
活
」を
習
慣
づ
け
て
、

悔
い
の
な
い
毎
日
を

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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　古くから沖縄では亜熱帯の気候を生かしてさ
とうきびを栽培し、黒糖を作ってきました。
　かつては県全域にあった黒糖工場も現在は
八つの島(伊平屋島・伊江島・粟国島・多良間
島・小浜島・西表島・波照間島、与那国島) のみ
となり、さとうきびの汁を搾って、そのまま煮詰
めるという製法を守りながら沖縄黒糖を作り続
けています。家事や畑仕事の合間に黒糖を食べ
てひと息ついたり、近所の人が来ればお茶うけ
としてすすめる。お料理やおやつ作りにも使わ
れ、沖縄では黒糖はどの家庭でも常備されてい
るほど身近な存在です。
　近年、沖縄の伝統的な家庭料理が長寿の秘
訣として取り上げられ、黒糖の健康効果にも注
目が集まり、多くの人に黒糖が認知されるよう
になりました。

　サンサンと降りそそぐ南国沖縄の太陽を浴び
て育ったさとうきびから作る沖縄黒糖を、皆さ
んも日々の暮らしの中に取り入れ、その良さを実
感していただければと願っています。

NO.17

沖 縄 黒 糖魅力再　　 シリーズ見発

八島黒糖

　
ニ
ュ
ー
ス
で
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
政
府
答
弁
に
う
ん
ざ
り
。
な
ら
ば
、

と
演
壇
に
目
を
移
す
と
、
そ
の
中
央
に
青
地
に
何
や
ら
描
か
れ
て
い
る

も
の
を
発
見
。
実
は
こ
れ「
内
閣
総
理
大
臣
・
日
本
国
政
府
・
内
閣
府

の
紋
章
」で
、
桐
の
紋
章（
桐
紋
）な
の
だ
。
古
来
、
桐
紋
は
菊
の
代
わ

り
に
皇
室
の
紋
章
と
し
て
も
使
わ
れ
、
時
の
権
力
者
た
ち
も
家
紋
と
し

て
用
い
た
。
桐
は
中
国
神
話
で
霊
鳥
と
さ
れ
た
鳳
凰
が
と
ま
る
唯
一
の

木
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
。

　
下
世
話
な
話
に
な
る
が
、
花
札
で
12
月
の
絵
柄
の
一
つ
に「
鳳
凰
と

桐
」が
描
か
れ
て
い
る
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
20
点
札
で
価
値
が
高

い
！
　
こ
の
点
か
ら
見
て
も
桐
の
偉
さ
が
わ
か
る
は
ず
…
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
紋
章
の
中
で
い
ち
ば
ん
権
威
が
あ
る
の
は
、
国
を
象
徴

す
る「
国
章
」だ
ろ
う
。
日
本
の
国
章
は
、
慣
例
と
し
て
菊
の
紋
章
が
使

わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
国
章
は
ワ
シ
が
羽
を
広
げ
て
オ
リ
ー
ブ
の
枝
と

か
矢
を
つ
か
ん
で
い
る
。
背
景
の
文
字
と
か
絵
柄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
当
時
の
歴
史
的
な
意
味
が
あ
る
ら
し
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
ラ
イ
オ
ン
と

ユ
ニ
コ
ー
ン
が
何
や
ら
を
支
え
て
い
る
も
の
だ
。

　
話
を
演
壇
の
桐
の
紋
章
に
戻
そ
う
。
先
が
見
通
せ
ず
は
っ
き
り
し
な

い
政
府
答
弁
。
こ
れ
を「
霧
に
包
ま
れ
た
答
弁
」と
い
う
。
い
け
な
い
！

「
笑
点
」の
三
平
み
た
い
な
オ
チ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

【
筆
者
紹
介
】藤
木
順
平（
ふ
じ
き
・
じ
ゅ
ん
ぺ
い
）　

　
　
　
　
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
。
日
本
笑
い
学
会
会
員
。

雑
学
・
雑
談
の
庭

五
七
の
桐
は
政
府
の
紋
章

インボイス制度に関するお問合せ先
インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談
については、消費税軽減税率・インボイス制度電話
相談センターで受け付けております。

軽減税率制度及びインボイス制度に関する情報につ
いては、国税庁HP（www.nta.go.jp）の「消費税の軽
減税率制度・適格請求書等保存方式（いわゆるイン
ボイス制度）をご覧ください。

【フリーダイヤル】　0120-205-553（無料）
【受付時間】　9：00～ 17：00（土日祝除く）

⇒サイトへGO!

「インボイス制度」ってナニ？

　売手である登録事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求められたときは、イン
ボイスを交付しなければなりません（また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要
があります）。

　買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手
（売手）である登録事業者から交付を受けたインボイス（※）の保存等が
必要となります。
（※）買手は、自らが作成した仕入明細書等のうち一定の事項（インボイスに記載が
必要な事項）が記載され取引相手の確認を受けたものを保存することで、仕入税額
控除の適用を受けることもできます。

　　　 沖縄県黒砂糖工業会
　　　 沖縄県黒砂糖協同組合

沖縄県那覇市古波蔵 1-24-27　電話 (098)851-8188
http://www.okinawa-kurozatou.or.jp

＊表紙の写真ならびに資料は、
　沖縄県黒砂糖協同組合 沖縄県黒砂糖工業会の提供です。

～会員募集中！会員増強にご協力お願いします～ 14
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　古くから沖縄では亜熱帯の気候を生かしてさ
とうきびを栽培し、黒糖を作ってきました。
　かつては県全域にあった黒糖工場も現在は
八つの島(伊平屋島・伊江島・粟国島・多良間
島・小浜島・西表島・波照間島、与那国島) のみ
となり、さとうきびの汁を搾って、そのまま煮詰
めるという製法を守りながら沖縄黒糖を作り続
けています。家事や畑仕事の合間に黒糖を食べ
てひと息ついたり、近所の人が来ればお茶うけ
としてすすめる。お料理やおやつ作りにも使わ
れ、沖縄では黒糖はどの家庭でも常備されてい
るほど身近な存在です。
　近年、沖縄の伝統的な家庭料理が長寿の秘
訣として取り上げられ、黒糖の健康効果にも注
目が集まり、多くの人に黒糖が認知されるよう
になりました。

　サンサンと降りそそぐ南国沖縄の太陽を浴び
て育ったさとうきびから作る沖縄黒糖を、皆さ
んも日々の暮らしの中に取り入れ、その良さを実
感していただければと願っています。
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インボイス制度に関するお問合せ先
インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談
については、消費税軽減税率・インボイス制度電話
相談センターで受け付けております。

軽減税率制度及びインボイス制度に関する情報につ
いては、国税庁HP（www.nta.go.jp）の「消費税の軽
減税率制度・適格請求書等保存方式（いわゆるイン
ボイス制度）をご覧ください。

【フリーダイヤル】　0120-205-553（無料）
【受付時間】　9：00～ 17：00（土日祝除く）

⇒サイトへGO!

「インボイス制度」ってナニ？

　売手である登録事業者は、買手である取引相手（課税事業者）から求められたときは、イン
ボイスを交付しなければなりません（また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要
があります）。

　買手は仕入税額控除の適用を受けるために、原則として、取引相手
（売手）である登録事業者から交付を受けたインボイス（※）の保存等が
必要となります。
（※）買手は、自らが作成した仕入明細書等のうち一定の事項（インボイスに記載が
必要な事項）が記載され取引相手の確認を受けたものを保存することで、仕入税額
控除の適用を受けることもできます。

　　　 沖縄県黒砂糖工業会
　　　 沖縄県黒砂糖協同組合

沖縄県那覇市古波蔵 1-24-27　電話 (098)851-8188
http://www.okinawa-kurozatou.or.jp

＊表紙の写真ならびに資料は、
　沖縄県黒砂糖協同組合 沖縄県黒砂糖工業会の提供です。

～会員募集中！会員増強にご協力お願いします～15
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●トップインタビュー「民間主導で50周年　交通遺児の未来のために」　
●令和４年度 税制改正に関するアンケート（簡易版）
●第10回 定時総会、理事名簿　●現金監査～実践税務調査～
●会員さん、こんにちは『「学びの場」であり「出会いの場」』
●所得拡大促進税制はどのように改正されたの？
●「令和３年度地方労働行政運営方針」にみる労務管理のポイント
●若者雇用促進法に基づく「事業主等指針」が改正に
●令和２年の労働災害発生状況　●青年部会　租税教室オンライン開催！　
●正しい「腸活」を習慣づけて、悔いのない毎日を
●事業者の方へ　消費税　インボイス制度
●雑学・雑談の庭　●魅力再発見シリーズ 「沖縄黒糖」

めざします企業の繁栄と社会への貢献

主な内容

■魅力再発見シリーズ No.17　沖縄黒糖
＊解説は15頁に。写真ならびに情報提供は「沖縄県黒砂糖協同組合 沖縄県黒砂糖工業会」

E-mai l：info@nahahouj inka i .o r . jp
http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/naha/

TEL (098)858-2900
FAX (098)858-2909沖縄県那覇市鏡原町27-1

那覇法人会那覇法人会那覇法人会
No. 130

申告も納税もパソコンで！

でんきは選べる時代へ！

店舗経営や事務所、

飲食店もお申込みＯＫ！

2021　群星号
むり ぶし

沖縄支社/沖縄県那覇市前島3-1-15(大同生命那覇ビル3F)
TEL 098-868-6977


